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序 

1) 背景 
自動車等の交通に係る様々な社会的要請への対応方策として、産官学の連携により ITS

（Intelligent Transport Systems）が推進されている。現在、その一部は実現・普及し、その効

果が発現しつつある。ITS は新たな産業分野として大きな期待が寄せられている。 
しかし、これまでの多くの ITS 関連システムは、個別に技術的・社会的基盤整備を行ってきた。

そのため、ITS 分野のシステム構築を高価なものとし、結果として民間事業者への ITS 分野への

参入を十分に促進できていないのが現状である。 
 

ITS と関わりのある技術においては、車両制御技術、無線通信技術、インターネット利用技術を

はじめとした情報通信技術が進展し、市場においては、インターネットの急速な普及、携帯電話等

の移動体通信端末の普及、カーナビおよび GPS 普及に合わせた新たなビジネスが生まれ、急速

に成長している。 
また、これらを巡る技術開発と市場確保の競争が国際的に激化しており、技術・社会環境・市場

の急速な変化に対応した効率的かつ多面的な研究開発の推進とサービスの実現が望まれる。 
 

 

2) インターネット ITS の概要 

インターネット ITS とは、IPv6 を基礎とした ITS の共通基盤の構築を目指すものである。ITS
の基盤を共有することにより ITS分野への参入コストを低減し、自動車産業界と情報産業界をはじ

めとした業種間・事業者間のコラボレーションによる研究開発の加速と、アプリケーションに関する

様々なアイデアをもつ業種・事業者の参入および協調・連携を促進することが可能となる。 
 

インターネットITSは何を目指すか？

インターネットITSはイン
ターネットを基礎とした
ITS基盤を構築

 

IPv6

都市

ITS 社会

Internet
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3) インターネット ITS の目的 

IPv6 を基礎とした ITS の共通基盤を構築することにより、関連技術の研究開発が加速し、シス

テムやアプリケーションの協調・連携が促されることが期待される。ひいては、ITS 関連市場の成

長とアプリケーションの普及、また、IPv6 を中心とした次世代インターネットの早期実用化と普及

推進が期待される。 
 
 (1)関連技術の研究開発加速 

インターネット ITS は、IPv6 を基礎とした共通の ITS 基盤構築を目指している。インター

ネットの特徴として、「オープンなネットワーク」、「相互運用性のあるシステム設計」、「柔軟性

や機能拡張性を持ったサービスの提供」がある。この特徴を活かし、いくつかの既存システム

やサービスは、インターネットを共通通信基盤技術として再構築されており、インターネットは

既に社会システムの一部として認識されている。 
共通の ITS 基盤がインターネットを基礎として構築されることにより、研究開発者の幅広い

参加、協調・連携による関連技術の研究開発加速が可能となる。 
 
(2)システムやアプリケーションの協調・連携 

ITS の共通基盤がインターネットを基礎としていることにより、システムやアプリケーション

の協調・連携が容易となるため、単独では構築が極めて困難な大規模システムやアプリケー

ションの実現、および協調・連携によるサービスの相乗的な付加価値増大が期待できる。 
また、インターネットは、そのネットワーク上の情報量の個別事象を捉えることだけでなく巨

視的に事象を捉えること、いわゆる Networked Application の構築に適しており、これを活

かしたインターネットならではのサービスが期待できる。車両個々の情報を集約加工すること

により新たな価値を創出するプローブ情報システムはその典型的な例である。 
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4) プロジェクトの全体構成 

ITS 基盤の構築による今後の ITS 分野の産業の成長を促進することを目的に、以下の研究開

発を実施した。 
 

(1) コンセプトの明確化 
・技術研究開発項目の明確化 

インターネット ITSの将来像、目指す姿をコンセプトとして明らかにし、コンセプトを実現する

ために確立すべき基盤技術を抽出、分類。 
・サービス体系の整理 

インターネット ITS の基盤技術を用いて実現が期待できるサービスの概念を網羅したサー

ビス体系を構築。 
 
(2) 基盤の構築 
・基盤仕様の作成 

様々な業種の事業者がアプリケーションや機器を開発・商品化できるよう、IPv6 を前提とし、

システムの共通基盤となるべき部分を開発し、仕様を作成。 
・共通サービス基盤の構築 

次世代のインターネット環境上で実現し得る、自動車に関わる様々なアプリケーションサー

ビスを想定し、この実現・提供を支援する機能で構成される共通サービス基盤を構築。 
 

(3) 実証実験 
・大規模実証実験 

インターネット ITS において想定される多様なアプリケーションのうち、代表的なアプリケー

ションについて実証実験を行い、実現性を技術面、社会面等様々な視点より検証。 
①名古屋実験：輸送事業者、利用者を主なユーザーと想定したサービス 

－タクシー業務用サービス 

－乗客向け情報提供サービス 

－プローブ情報提供サービス 

②首都圏実験：一般ドライバーを主なユーザーと想定したサービス 

－ガソリンスタンドにおけるサービスガイダンス、コンテンツ配信等 

－駐車場における決済、コンテンツ配信等 

－走行中の情報提供 

・高機能実験車による実験 
将来にわたるインターネット ITS が目指す姿を想定したうえで、将来実現されるであろうシ

ステムの一部を具現化した高機能実験車を製作し、技術、アプリケーション、両者の実現性

検証を行う。 
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5) 実施体制 

本プロジェクトは、経済産業省の支援のもと、慶應義塾大学 SFC 研究所を中心としたトヨタ自動

車株式会社、株式会社デンソー、日本電気株式会社の 4 社共同研究体制により、推進した。 
さらに、アプリケーションの実証においては、タクシー事業者、ガソリンスタンド事業者等様々な

事業者の協力のもと推進した。 
また、インターネットに対応した車両内の情報のあり方に関する調査研究については、（財）自

動車走行電子技術協会へ委託を行った。 

 

補助 

経済産業省 

共同研究体制 
 慶應義塾大学

日本電気㈱㈱デンソー トヨタ自動車㈱ 

(財)自動車走行 

電子技術協会 

委託 

(調査研究)

 

協力組織・事

タクシー事業者(名古屋タクシー協

名古屋実験

ガソリンスタンド事業者(日石三菱㈱

首都圏実験

コンテンツ提供事業者(㈱リクルート

実験におけ

電子決済事業者(ビットワレット㈱):
非接触ICカ

共同研究開発（奈良先端科学技術

インターネッ

他 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

協力
業者 

会加盟事業者)： 
における実験の場の提供 
)、駐車場事業者(パーク24㈱)： 
における実験の場の提供 

(ホットペッパー：クーポン情報誌)、㈱ゼンリン)： 
る配信コンテンツの提供 

  
ードを利用したプリペイド型電子マネーのサービス（Edy）運営 

大学院大学） 
トを利用したITS基盤コンセプトの構築の開発協力 
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1. インターネット ITS のコンセプト 

1.1. 技術的コンセプト 

インターネット ITS 共同研究グループでは、IPv6 を基礎とした共通の ITS 基盤構築により、「共

通のソフトウェア開発・実行環境」、「共通の通信環境」、「必要に応じたハードウェアの拡張可能

性」の実現を目指した技術研究開発を行う。各種サービスに対して、共通の通信基盤とインタフェ

ースを提供することで ITS 関連システムの再構築を図ることを目的とし、共通基盤仕様の策定と基

盤構築，および，ITS 関連サービスに対する共通インタフェースの提供を目指した。このような一

連の基盤技術をインターネット ITS 基盤と呼ぶ。基盤の構築を軸とした関連技術の研究開発促進

と実行環境の共有による実証の効率化を図ることで、多様なサービスの提供や新規市場の開拓

が期待される。 

具体的には、下記の技術の利用を想定している。 
 

インターネットアーキテクチャの利点を活用 
インターネットのアーキテクチャは、 

- 開発や運用のコストが低い 
- 通信メディアやプラットフォームに依存しない 
- アプリケーションは通信のプリミティブな部分を意識しないで構築可能 

といった利点があり、多種多様なサービスを実現しやすい環境を構築できる。 
 
IPv6 の採用 

IPv6 の採用により、無限に近いアドレスの割当が可能となり、ホスト及びユーザーは一意の IP
アドレスで識別される。この結果、通信メディアやプラットフォームに依存しない end to end の通

信が保証され、モバイル環境におけるシームレスな通信が実現できるとともに、サービスの品質

（QoS）やセキュリティを向上させることができる。 
 
外部との強力なコネクティビティ 

Mobile IP の技術と通信メディアのインタフェース自動切替を実現したインターネット ITS 基盤

の実現により、通信基盤としてインターネットを利用し、提供するサービス内容や提供場所等に応

じた最適な通信事業者や通信手段を選択することが可能となる。これにより、インターネットと自動

車および ITS 関連システムとの強力なコネクティビティを実現可能となる。 
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携帯電話

カーナビ

車両管理用
ソフト地図情報配信

ソフト

プローブ
ソフト

○○社が提供

××社が提供

△△社が提供

□□社が提供

☆☆社が提供

IPv6 based
Mobile Internet

IPv6 based
Mobile Internet

地図情報配信
サイト

プローブ
サイト

車両管理
システム

○○社が提供

●●社が提供

 
図 1.1-1 インターネット ITS のコンセプト 

 
このように、インターネット ITS の提供する基盤技術により、自動車がインターネットを通じて外

部社会と常時接続されることで、ITS は関連サービスの多様性と空間的・時間的広がりを得ること

になり、さらには関連市場のオープン化と活性化が期待される。 
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1.2. 共通基盤として確立すべき技術 

インターネット ITS の技術基盤を、ネットワーク、サービス、アプリケーションの層で分類した場合、

各層における共通基盤として確立すべき技術は以下の通りである。 
①ネットワーク基盤： 

 車および実用化された ITS をインターネットへ接続するために必要な技術 

 インターネット ITS の通信基盤として、強力なコネクティビティを確保するための

IPv6 をベースとした移動体通信技術開発。 

②サービス基盤： 

 車および実用化された ITS をインターネット上で扱う上で必要な技術 

 アプリケーション開発を支援するための技術基盤を構築するとともに、サービス・機

能の共通のインタフェース（共通サービス基盤）を自ら構築。 

③アプリケーション基盤： 

 インターネット ITS 基盤を利用する上で必要となる技術および仕組み 

 ネットワーク基盤・サービス基盤を基礎として、共通な車載ソフトウェア実行環境を

提供するための技術開発。 
 

ネットワーク基盤

TCP/UDP

IPv6

データリンク層

IPv6（Mobile IP/UDLR/通信インターフェース切替）

DSRC IEEE
802.11b DoPa Packet

One AirH” CS
その他

アプリケーション基盤

アプリケーション
各種アプリケーション

サービス機能API

共通ソフトウェア実行環境 Java VM その他

共通サービス基盤
サイトサービス

•個人認証・会員管理
•マッチメイキングエンジン
（車両データとの連携）
•外部I/F

位置情報管理

車両情報管理プローブ情報管理
（車両データとの連携）

（地図情報との連携）

•車両情報
•位置情報

 
 

図 1.2-1 インターネット ITS の共通基盤として確立すべき技術（イメージ） 
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1.3. インターネット ITS のサービス体系 

1.3.1. サービス体系整理のねらい 
インターネット ITSが目指す世界を想定し、本プロジェクトを効果的に推進するために、インター

ネット ITS のサービス体系を整理した。サービス体系整理のねらいは、以下の２点である。 
 

①サービスの面からみたインターネット ITS のコンセプト明確化 

－インターネット ITS のコンセプトに応える、サービスの概念を網羅したサービス体系を

構築することにより、インターネット ITS の具体サービスに関する明確でわかりやすいイ

メージを得る。 
②サービス実現に向けた検討材料としての活用 

－サービス体系に加え、考えられる利用者・サービス提供者を整理することにより、今後、

サービス実現に向けたターゲット設定、普及発展の戦略検討を行うための材料の一つ

とする。 
 

サービス体系検討にあたっては、インターネット ITS の共通基盤を用いて実現が考えられるサ

ービスについて共同研究グループメンバー内でアイデアを募集し、また、ブレインストーミングを実

施することにより、体系整理を行った。 
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1.3.2. サービスの体系と、考えられるアプリケーション 
 インターネット ITS が実現するサービスを、「情報」という視点で捉え、サービスを以下の８要素に

体系化した。これらの視点で情報を加工・高度利用することにより、様々なアプリケーションが実現

される。 
 当然、生じるサービスは、これら要素のいずれかに明確に分類されるものではなく、複合したサ

ービスとなる。 

表 1.3-1 インターネット ITS の 8 サービス要素 

① 受信 移動中に情報を受信することを基礎としたサービス。例えばコンテンツ配

信サービス等。 
② 発信 移動中に情報を発信することを基礎としたサービス。例えばプローブ情報

の発信や、緊急情報の発信等。 
③ コミュニケーション 情報の送受信を基礎としたサービス。例えば車々間コミュニケーション等。 
④ モニタリング 情報の観測を基礎としたサービス。例えば事業車両の位置情報管理等。 
⑤ コントロール 情報を送受信することにより操作・制御をおこなうもの。例えば車両内の機

器操作等。 
⑥ 共有 情報を共有することを基礎としたサービス。例えば、事業者の有する個々

の車両の情報を共有することにより新たな価値を生み出すサービス等。 
⑦ 交換（決済） 情報の交換と、その対価を得るもの。例えば決済サービス等。 
⑧ 蓄積/分析 情報を蓄積/分析することにより高度利用を行うもの。例えば、運転者の運

転情報や健康情報を蓄積し、パターンを分析することにより異常事象を判

断できる、安全運転管理や健康管理等。 
 

IIｔｓ

情報の受信

IIｔｓ

情報の発信

IIｔｓ IIｔｓ

IIｔｓ IIｔｓIIｔｓ

コミュニケーション

モニタリング

IIｔｓ

コントロール

IIｔｓIIｔｓIIｔｓ

共有

IIｔｓ ¥  $

交換（決済）

IIｔｓ

蓄積／分析

？

－ナビゲーション等
－他公共交通機関情報、駐車
　　場情報

－コンテンツ配信

－車内の情報（速度等）発信
→旅行時間情報へ加工

－車両の状態情報発信

→安全運転支援

－ドライバーの情報発信
（緊急時、事故通報等）

－車々間コミュニケーション等

－車両の動態管理、運行管理

－車両の状態（バッテリー等）管理

－盗難車追跡

－車内機器の操作

－車内からの外部機器操作

－コミュニティ創出

－事業共同化、連携

－決済システム

－安全／健康／エコ運転支援

－車両開発

－データのダウンロード

－マーケティング

! !!

－遠隔メンテナンス

－プローブ情報の加工

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.3-1 インターネット ITS の 8 のサービス要素（イメージ） 
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2. インターネット ITS 基盤の構築 

2.1. 基盤仕様の策定 

 インターネット ITS 基盤の普及促進を図る過程において、インターネットを基礎とした ITS 基盤

が、将来的に分断されたものにならないよう、注意を払う必要がある。そこで、インターネット ITS プ

ロジェクトでは、インターネット ITS 基盤の仕様を策定し、これを基盤仕様書としてまとめた。 
 
2.1.1. 基盤仕様が前提とするシステム 
 インターネット ITS 基盤では、図 2-1「インターネット ITS 基盤仕様リファレンスモデル」で示すシ

ステムを前提とする。このシステムでは、外部側にはいわゆるインターネットの世界を想定している。

インターネット上で利用されるプロトコルスーツである TCP/IP を通信プロトコルとして採用し、その

上にアプリケーションを構築する。アプリケーションは独自に、あるいは共通サービス基盤を利用し

て構成される。また、車両側でも同様なプロトコルスタック構成を想定する。車両側では、TCP/IP
の通信エンティティの他に、SNMPやHTTPなどのアプリケーションプロトコル、Java VMや車両

データ辞書から構成されるソフトウェア実行環境などを想定している。 
 

車内

センタとの

無線通信

車外

●携帯電話

●無線 LAN

●DSRC

など様々な

無線通信技術

外部のセンタ車両内

IP

データリンク

アプリケーション

IP

データリンク.

SNMP/HTTP

Java VM

入
出
力

車
両
情
報 

TCP/UDP

車載器プロトコルスタック

アプリケーション

TCP/UDP

IP

データリンク

アプリケーションサーバ
プロトコルスタック

共通サービス基盤

他のセンタ他のセンタ

IP

データリンク

 

図 2.1-1 インターネット ITS 基盤仕様リファレンスモデル 
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2.1.2. 前提とするシステムが有する特徴 
前提とするシステムが有する特徴は下記の 4 点である。 
 
①IP を活用した車両との通信環境 

本仕様では、車両とセンタが IP を用いて通信を行うことを前提としており、IP の仕様はバー

ジョン 6 を推奨するが、バージョン 4 の利用も妨げないものとする。これにより、インターネット、あ

るいはサービス提供者独自の IP 網を利用することが容易となり、多様なサービス提供者の参入

が期待できる。 
 

②サービス・アプリケーションの多様性 
本仕様では、多様なサービスが出現することを期待し、サービス提供者が実現すべきアプリ

ケーションの内容は規定しない。ただし、サービス実現に必要なプラットフォームを共通化する

ことにより、サービス提供者の開発コストの低減が期待できることから、共通プラットフォームとし

て一般的に広く用いられている Java を推奨する。 

 

③車両・センタ間の通信手段(物理層)の多様性 
本仕様では、車両・センタ間の通信手段は特に規定しないため、携帯電話や DSRC、無線

LAN などの多様な無線通信の利用が可能である。 
 

④車両データの活用可能性 
本仕様では、エンジン回転数や、車内温度といった、車両が収集するデータをアプリケーショ

ンで利用するため、車両データ辞書を定義している。これにより、異なる車両に搭載するために

複数のアプリケーションを開発する必要がなくなり、効率的なアプリケーション開発が可能とな

る。 
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2.1.3. 基盤仕様策定方針 
 本研究では、作成する仕様をプロジェクトからの提案と位置づけ、更に、仕様の提案レベルを

「標準案」「推奨案」「参考」の三つに分けた。「標準案」はインターネット ITS のコンセプトの根幹に

関わるものであり、アプリケーションの作成やシステムの構築に大きな影響を与えると考えられるも

の、「推奨案」はアプリケーションを容易に構築するために有用と考えられるもの、「参考」は今回の

実験で利用したシステムで、例として示すものとした。 
 また、本仕様では、車載機器のうち 1)車載ソフトウェア実行環境、2)車両データ辞書、3) 

TCP/IP、4)DSRC 上での IP 通信に関する規定、の 4 箇所を、センタのうち 5)共通サービス基盤、

の 1 箇所、合計 5 箇所の仕様を定めるものとする。また、車載機器、センタを含むシステム全体の

セキュリティに関する仕様も定めている。 
 

車内

センタとの

無線通信

車外

●携帯電話

●無線 LAN

●DSRC

など様々な

無線通信技術

外部のセンタ車両内

IP

データリンク

アプリケーション

IP

データリンク.

SNMP/HTTP

Java VM

入
出
力

車
両
情
報 

TCP/UDP

車載器プロトコルスタック

アプリケーション

TCP/UDP

IP

データリンク

アプリケーションサーバ
プロトコルスタック

共通サービス基盤

他のセンタ他のセンタ

IP

データリンク

1)車載ソフトウェア
実行環境

2)車両データ辞書

3)TCP/IPに関する
規定

4)DSRC上でのIP通
信に関する規定

5)共通サービス
基盤

：インターネットITS基盤仕様書での規定部分

 

図 2.1-2 本仕様の対象箇所 
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2.1.4. 基盤仕様の概要 
2.1.4.1. 車載ソフトウェア実行環境 

まず、Java 実行環境、Java 実行モデル、車載固有の API についての規定を行った。なお、

Java の利用は必須ではないが、アプリケーション開発費用の低減や互換性の確保の観点から、

これを推奨する。 
∙ Java 実行環境 

一般的に利用されている J2SE(Java 2 Standard Edition)と J2ME(Java 2 Micro 
Edition)の両者を比較し、インターネット ITS では J2SE のクラスのサブセットを利用すること

を規定する。 
∙ Java 実行モデル 

Java 実行モデルとして、車載 Web サーバとサーブレットを用いるモデルと、アプレットを用

いるモデルを比較・検討し、各モデルにおけるマシンパワーの制約条件等から、インターネッ

ト ITS では車載サーバとサーブレットを用いるモデルを利用することを規定する。 
∙ 車載固有の Java API 

既存の Java API を IPv6 対応とする等の措置により、インターネット ITS において用いる

API セットを規定する。 

2.1.4.2. 車両データ辞書 
車両データ辞書の規定では、車両データ辞書の構造の規定、データ辞書の各構成要素の定

義、および各構成要素の ASN.1(Abstract Syntax Notation.1)表記を行った。 
∙ 車両データ辞書の構造 

インターネット ITS で利用するデータ辞書を「代表値」、「基礎データ」、「拡張値」の 3 エレ

メントからなる構造として規定し、また、それぞれのエレメントが「現在データ」と「履歴データ」

を有することを規定した。 
∙ データ辞書の各構成要素の定義 

各構成要素について、「書式」、「単位」を規定した。 
∙ データ辞書の各構成要素の ASN.1 表記 

各構成要素について、ASN.1 形式の表記を行い、データ要素の構造を明確に規定した。 

2.1.4.3. TCP/IP に関する規定 
TCP/IP に関する規定では、車両が車外と通信を行う際の TCP/IP プロトコルスイートに関する

部分について規定した。 
∙ ネットワーク層規定 

車両と外部を接続するための通信プロトコルのスタックにおけるネットワーク層について、

使用プロトコルとそのバージョン、アドレスの割り振り等を規定した。 
∙ インタフェース層規定 

DSRC や携帯電話などの通信メディアを用いて IP を利用する場合の「メディア切り替え方
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法」、「通信の開始・終了」等について規定した。 

2.1.4.4. DSRC 上での IP 通信に関する規定 
DSRC 上での IP 通信に関する規定では、DSRC を用いて IP 通信を行う場合（IP over 

DSRC）についての規定を行った。また、これに付随し、DSRC リンク状態による IP 通信経路制御

の規定も行った。 
∙ IP over DSRC の規定 

DSRC を用いた IP 通信を行う際のエアインタフェース間で伝送されるメッセージ、フレーム

フォーマット等について規定した。 
∙ DSRC リンク状態による IP 通信経路制御の規定 

DSRC 無線リンクが確立した場合、および切断した場合等に、その旨を車載サーバに通

知する仕組みについて規定した。 

2.1.4.5. 共通サービス基盤 
共通サービス基盤に関する規定では、共通サービス基盤の一つである個別車両情報/地理位

置情報および決済について、個別車両/地理位置モデルの規定およびセンター間の API につい

て規定した。 
∙ 個別車両/地理位置モデルの規定 

個別車両/地理位置モデルの規定に関する規定では、個別車両情報/地理位置情報が扱

う座標系と地図の種類について規定した。 
∙ センタ間の API に関する規定 

センタ間の API に関する規定では、センタ間で個別車両情報/地理位置情報を転送する

際の通信プロトコルについて規定した。また、データが XML で記述され、SOAP（Simple 
Object Access Protocol）で転送することを規定しているとともに、この転送で用いられる

XML タグも規定した。 

2.1.4.6. 横断的事項に関する規定 
横断的事項に関する規定では、本仕様に基づきシステムを構築する際に行うべきセキュリティ

対策の検討方法を規定した。なお、横断的事項に関する規定における検討方法に準拠すること

は必須ではないが、インターネット ITS 全体の信用を確保するためにも、セキュリティ対策に関す

る検討は必須である。そのため、システム構築者が有効なセキュリティ検討方法を持たない場合は、

第 8 章における方法を採用することが望ましい。 
∙ セキュリティポリシー 

本仕様に基づく場合に準拠すべきセキュリティポリシーを規定した。 
∙ アプリケーション毎セキュリティ検討方法 
前提条件の整理、リスク分析、リスクコントロールを通じて、当該のアプリケーションにおいて施

すべきセキュリティ対策を検討するための方法について規定した。 
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2.2. ネットワーク基盤の構築 

インターネット ITS のネットワーク基盤技術として、次世代インターネットの IPv6 技術、IP 層で

のシームレス通信を実現する Mobile IP 技術、DSRC 上で IP を透過させる IP over DSRC 技術

及び複数の通信メディアを切り替える通信インタフェース自動切替技術がある。 
これらの技術を元に、下図のようなネットワークを構築した。 
インターネットＩＴＳは、IPv6 を基礎としたＩＴＳの共通基盤のネットワーク構築を目指している。し

かし、現在のインターネットや移動体公衆網、一般の ISP 等は IPv4 が主流である。今回、極力ネ

イティブ IPv6 で通信できるように、プロトコル変換やトンネリング技術等の採用や、車が移動しな

がらシームレスに通信するための Mobile IPv6 技術を取り入れたネットワークを構築した。 
 

DoPa網 CPA網

個別車両
情報センタ

地理位置
情報センタ

プローブ情報
集約センタ

タクシー業務
支援センタ

ポータル
センタ

BIGLOBE網

ルータ

Internet
　V4

HA AAADNS ProxyFaith

決済センタ

Type3a Type3b

SFC

Internet
　V6

Type5Type１ Type2

ルータ

RAS　
サーバ

RSU
制御

Taxi1
DSRC
路側機

店舗　
サーバ

ルータ

ＨＯ　　
ルータ

決済　
サーバ

駐車場

ルータ

RAS　
サーバ

RSU
制御

Taxi2

店舗　
サーバ

ルータ

ＨＯ　　
ルータ

SS

首都圏用車載高機能実験車用車載名古屋用車載名古屋用車載 名古屋用車載

DSRC
路側機

DSRC
路側機

DSRC
路側機

 
図 2.2-1 ネットワーク全体構成図 
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2.3. サービス基盤の構築 

本節では、「インターネット ITS」においてサービスを実施する場合に、共通に必要と考えられる

事項を「サービス基盤」として抽出し、構築したシステムを実証実験において利用した。 
サービス基盤を構築するにあたって車両側の情報として必要なものには以下があげられる。 
- 車両の位置に関する情報 
- 各車両固有の情報 
- 各車両で得られるセンサー類からの情報(プローブ情報) 
このうち、車両側でどういう情報を保持するべきかについては、「2.1. 基盤仕様の策定」にて述

べている。 
これに加え、車両の運転者、乗員、所有者あるいは管理者にサービスを提供するためには個人

あるいは法人等に対する認証と会員情報の管理が必要である。 
また、車両へのサービス提供に関する条件として以下があげられる。 
- 運転者へのサービスの場合には、安全性の面から運転の負荷とならない形でのサービス提

供が必要なこと 
- 車内へのサービス提供の場合には、PC 等と比べて HMI 能力（表示画面の大きさ、解像度、

操作性等）が低いこと 
- 車内へのサービス提供の場合には、通信コストが高いこと 

このため、その時刻、場所、利用者の好みに適合した厳選された情報（コンテンツ）のみを提示

する技術や、提示する情報についての効率的な配信方法や情報量の圧縮についての検討が必

要である。 
以上の視点より、インターネット ITS のサービス基盤において必要な要素を以下の通りとした。 
 

(1) 位置情報管理  車両の位置情報管理 
－エリア指定に基づく該当する車両位置の

検出 など 
(2) 車両情報管理 

 
 個々の車両からの車両情報の管理 
－情報編集、履歴管理 など 

(3) プローブ情報管理  プローブ情報の集約処理 
－速度情報作成、降雨情報作成 など 

(4) マッチメイキングエンジン ユーザ TPO（時間・場所・嗜好）に即した情

報（POI 情報など）の配信 
(5) 個人認証、会員管理  車載機よりＩＤカードによる認証 など 
(6) コンテンツ配信・コンテンツ

変換 
 プッシュ型情報配信、プル型情報提供 など 

(7) 外部 I/F・内部 I/F  音声操作による WEB 検索、表示（高機能実

験車両を対象） など 
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(　)内：共通サービス基盤において、さらなる検討が求められる機能

　・健康管理
　・安全運転支援

高機能実験車

　　・車両への情報提供
　　・駐車場
　　　－料金決済
　　　－情報提供
　　・ガソリンスタンド
　　　－情報提供

首都圏実験

・タクシー業務用サービス
・乗客向け情報提供サービス
・プローブ情報提供サービス

名古屋実験

①個人認証、会員管理
②マッチメイキングエン

ジン(車両データとの連
携)

③外部I/F（音声I/F）(操
作性、応答性など)

車　　載　　機

インターネット

共通サービス基盤

⑤プローブ情報管理
(車両データとの連携

)

⑥車両情報の管理
(情報の送出方法、
セキュリティ)

④位置情報管理
(地図情報との連

携)
サイトサービス

 
 

図 2.3-1 サービス基盤のシステム構成図 
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3. 実証実験の実施 

3.1. 実証実験の概要 

3.1.1. 実証実験の全体計画 
インターネット ITS のコンセプトおよび基盤仕様を実証し、技術的課題と事業化の可能性を検証

するため、また、本プロジェクトを広く情報発信するために、１６４０台規模の車両と1台の高機能実

験車を用いて実証実験を行った。 
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ＭＯＮＥＴ

ＡＳＰ

ＭＯＮＥＴ
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決済決済
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〔駐車場〕
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名古屋実証実験

乗客

ααタクシー事業者タクシー事業者

標準ﾀｸｼｰｼｽﾃﾑ

ββタクシー事業者タクシー事業者

γγタクシー事業者タクシー事業者

ααタクシー事業者タクシー事業者

標準ﾀｸｼｰｼｽﾃﾑ

ββタクシー事業者タクシー事業者

γγタクシー事業者タクシー事業者

ISP

AAタクシー事業者タクシー事業者AAタクシー事業者タクシー事業者 BBタクシー事業者タクシー事業者BBタクシー事業者タクシー事業者

タクシー

コンテンツ
作成事業者

高機能実験車　

３４
２

５
６

３４
２

５
６

DSRC
ｱﾝﾃﾅ
〔ﾀｸｼｰ 営業所〕

移動ネットワーク機能

運転手支援運転手支援
アプリケーションアプリケーション

運転手支援運転手支援
アプリケーションアプリケーション

各席乗員用各席乗員用
アプリケーションアプリケーション

各席乗員用各席乗員用
アプリケーションアプリケーション

運転手

各席
乗員

 

図 3.1-1 システム構成全体イメージ 

3.1.1.1. 名古屋地区実証実験の概要 
名古屋地区においては、市内におけるタクシー事業者と利用者に着目した以下のサービスを

実際に行うことにより、開発した技術とサービスを検証した。 
実験車両としては、名古屋タクシー協会会員企業 32 社の協力のもと、名古屋市内のタクシー

の約５台に１台（計 1,570 台）を用いた。モニター車両 1,570 台には、「ｉ-TAXI」のステッカーが貼

られており、名古屋市内を中心に、約 3 ヶ月にわたり実験を行った。 
（実施サービスの概要） 

①タクシー業務用サービス（モニター車：タクシー1,570 台） 

・ タクシー車両の位置情報・動態情報（空車／実車、車速、走行方向等）をパケット通信で
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タクシーから自動収集し、各タクシー会社の事務所・配車センターで業務管理を行うこと

により、業務効率および利用者へのサービス向上を図った。 
 車両位置・動態――――顧客からの注文に対して配車車両の選定に利用 
 走行実績管理―――――乗客の乗車位置分布、個別車両の走行軌跡等 
 道路混雑度・降雨状況―混雑道路の迂回、降雨エリアへの空車回送 

②乗客向け情報提供サービス（モニター車：タクシー70 台） 

・ タクシー後部座席にタッチパネル式の画面を装着し、乗客に対し時と場所や好みに応じ

てグルメ情報や広告等の情報提供を行った（プッシュ型コンテンツ配信）。また、車両へ

の情報配信は、DSRC（画像情報等）と携帯電話パケット通信を使い分けた。 
③プローブ情報提供サービス 

・ タクシー1,570 台のプローブ情報（速度情報やワイパー動作情報等）をリアルタイムに収

集し、道路混雑度、降雨状況、直近の所要時間等に加工し、インターネット上で情報提

供した。プローブ情報提供サービスは、http://www.InternetITS.org/ にて提供した。

（はじめに利用者登録が必要。） 
 
3.1.1.2. 首都圏実証実験の概要 

首都圏実験では、一般ドライバーを対象としたサービスとして、駐車場とガソリンスタンドに着目

した以下のサービスを実際に行うことにより、開発した技術とサービスを検証した。実験車両として

は、一般車両 70 台をモニターとして募集し、川崎市を中心に約 2 ヶ月間にわたり実験を行った。 
（実施するサービスの概要） 

①ガソリンスタンドにおけるサービスガイダンス、コンテンツ配信 
・ ガソリンスタンド（ENEOS Dr. Drive 小杉店）内に DSRC 通信設備を設置、車載サーバ

を DSRC 経由で IPv6 ネットワークに接続 
・ ガソリンスタンドのカーケア情報のコンテンツ配信 
・ 車(顧客)の把握による新たなサービスの提供 

－車両メンテナンス情報(車検時期、オイル等)を DSRC 経由で車へ提供 
－顧客ニーズに合ったサービスの提供 

②駐車場における決済、コンテンツ配信 
・ 駐車場（パーク 24 タイムズステーション川崎）内に DSRC 通信設備を設置、車載サーバ

を DSRC 経由で IPv6 ネットワークに接続 
・ キャッシュレス決済の実現 

－月極、割引などの多彩な形態との連携 
・ IC カードの Edy(電子マネー)を使用した車からの決済の実現 
・ 決済と入退場ゲート制御との連携 
・ 川崎駅前商店街の情報などのコンテンツ配信 

③走行中のコンテンツ配信 
・ ・個人の嗜好、時と場所に合わせた広告、観光情報等自動配信（プッシュ型コンテンツ配
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信） 
④ユーザ操作によるコンテンツ提供 

・ 好みのジャンルを指定して情報をいつでも閲覧可能（プル型コンテンツ提供） 
 
3.1.1.3. 高機能実験車による実証実験の概要 

将来にわたるインターネット ITSが目指す姿を想定したうえで、将来実現されるであろうシステム

の一部を具現化した高機能実験車を製作し、技術の実現性検証と、アプリケーションの実証を行

った。 
（技術面の検証） 

IPｖ６による車内ネットワーク化、メディアフリーの通信ルータ機能の開発により、車が外の世界

とシームレスにつながり、 車がいつでも、どこでも、あらゆるサービスを受けられる環境を構築し、

技術的検証を行った。 
－IPv6 の有効利用 
－Mobile IPv6 の利用 
－Mobile Network の実装 
－複数通信メディアの有効利用 
－音声インターフェイス 

（実証するアプリケーション） 
①安全運転支援 

－ドライバーの運転状態を、センサ情報と GPS 情報より解析し、安全運転診断結果として表

示。 
②健康管理 

－各乗員毎の健康状態を、生体センサ（脈拍）より解析し、表示。 
③グループコミュニケーション 

－各席毎に設置したディスプレイ、マイク、カメラ、スピーカを用いたテレビ会議システム。 
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3.1.2. コンセプトと実証実験の関係 
3.1.2.1. 開発技術と実証実験の対応 
 インターネット ITS の共通基盤として研究開発した技術は、各実験においてシステムに実装し、

検証を行った。下表に、共通基盤として研究開発した技術と各実験における状況を示す。 
 

表 3.1-1 インターネット ITS の開発技術と実証実験の対応 

共通基盤として研究開

発した技術 名古屋実験 首都圏実験 高機能実験車 

ネットワーク基盤層    
 通信インタフェース

自動切替 
・DSRC と PDC-P ・DSRC と PDC-P ・メディアフリーの通信

ルータ機能 
 IPv6 利用 ・IPv6 over IPv4 ・IPv6 over IPv4 ・IPv6 ベースの車内ネ

ットワーク 
・WIDE ネットワークに

IPv6 接続 
 MobileIP 利用 

－ － 
・グループコミュニケー

ションにおいて end to 
end 通信 

 IP over DSRC ・大容量コンテンツ配

信 
・大容量コンテンツ配

信 
・キャッシュレス決済 

・大容量コンテンツ配

信 

サービス基盤層    
 車両データ辞書 ・様々なサービス ・様々なサービス ・様々なサービス 
 プローブ情報管理 ・1570 台のタクシー利

用 － 
・車両の状態、ドライバ

ーの状態をリアルタイ

ムでモニタリング 
 会員管理および決

済 － ・DSRC を介してキャッ

シュレス決済 
・DSRC を介してキャッ

シュレス決済 
 位置情報管理 ・タクシー運行管理 

・位置に応じたコンテン

ツ配信 

・位置に応じたコンテン

ツ配信 
・DSRC を介してキャッ

シュレス決済 

アプリケーション基盤層    
 JAVA VM ・アプリ実行環境として

利用 
・アプリ実行環境として

利用 
・アプリ実行環境として

利用 
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3.1.2.2. サービス体系と実証実験サービスの対応 
各実験において実証したアプリケーションとインターネット ITS のサービス要素との関係は下表

の通り整理される。 
 

表 3.1-2 インターネット ITS のサービス体系と実証実験 

サービス要素 

実証したアプリケーション 

①
受
信 

②
発
信 

③
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

④
モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

⑤
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

⑥
共
有 

⑦
交
換
（
決
済
） 

⑧
蓄
積
／
分
析 

名古屋実験         

車両位置・動態情報    ●  ●   

走行実験管理    ●     

タクシー業務用サー

ビス 

道路混雑度・降雨情

報 ● ●      ● 

乗客向け情報提供サービス ●        

 

プローブ情報提供サービス ● ●      ● 

首都圏実験         

サービスガイダンス ●  ●      ガソリンスタンド 

コンテンツ配信 ●       ● 

入退場制御   ●      

キャッシュレス決済       ●  

駐車場 

コンテンツ配信 ●        

 

走行中のコンテンツ

配信 
プッシュ型、プル型配

信 ●       ● 

高機能実験車         

安全運転支援  ●  ●    ● 

健康管理  ●  ●    ●  

グループコミュニケーション   ●      
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3.2. 名古屋地区実証実験 

3.2.1. 実験の目的とシステム構成 
インターネット ITS のコンセプトおよび基盤仕様を実証し、技術的課題と事業化の可能性を検証

するため、また、本プロジェクトを広く情報発信するために、大規模な実証実験を名古屋にて実施し

した。具体的には、インターネット ITS 基盤を名古屋地域に構築し、名古屋タクシー協会加盟の 32
社、合計 1,570 台のタクシー車両の協力によりタクシー事業者、利用客を主なユーザと想定したサ

ービスを実証するため、実車走行実験を実施した。この実験を通して、以下を検証した。 
①インターネット ITS 基盤の技術面の検証 

IPv6 による車載機との通信、DSRC による情報配信、プッシュ型情報配信を実施。 
②車両から集められる情報の有効性・事業性の検証（プローブ情報提供サービス） 

1,570 台規模のプローブ情報の有効性、その再販の可能性を検証。 
③タクシー事業におけるインターネット ITS 基盤の有効性・経済性の検証（タクシー業務支援サー

ビス） 
車両位置情報の有効性、コスト負担の適正性を検証。 

④主にタクシー利用者を対象にした情報コンテンツ流通ビジネス可能性の検証（タクシー乗客向

け情報提供サービス） 
乗客の効用、スポンサーの効用、タクシー事業者の効用を検証。 

タクシー事業者
(32 社 )

センタ情報

DSRC

アンテナ

タクシー
営業所

（２ヶ所）

携帯電話網

実験協賛スポンサー

･百貨店

・ホテル

・飲食店

・観光施設

・テレビ局

位置情報利用者

・官公庁

・大学

・企業

・一般市民

位置動態情報

広告、ニュース 等

の情報

位置動態情報

車載機 搭載車両

名古屋周辺の

タクシー 1,570台

約７０台

約 1,500 台

車両位置

動態情報

飲食店、ショッピング、
観光情報

車両位置・動態

タクシー業務用情報

乗客向け情報

市民向け情報
プローブ情報

走行実績管理

道路混雑度・降雨状況

ニュース画像

公共交通情報

 
図 3.2-1 名古屋実証実験システム全体構成 
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CCタクシー事業者タクシー事業者

事業者側
ﾀｸｼｰｼｽﾃﾑ

BBタクシー事業者タクシー事業者

事業者側
ﾀｸｼｰｼｽﾃﾑ

Web等での閲覧

携帯ﾊﾟｹｯﾄ
通信網

AAタクシー事業者タクシー事業者

事業者事務所向け事業者事務所向け
ﾀｸｼｰ業務支援ｼｽﾃﾑﾀｸｼｰ業務支援ｼｽﾃﾑ

プローブ情報プローブ情報
集約センタ集約センタ

道路混雑度、降雨状況道路混雑度、降雨状況
利用者利用者

タクシー業務タクシー業務
支援センタ支援センタ

インターネットITS情報センタ

車両位置・動態、走行履歴表示

道路混雑度、降雨状況の閲覧

情報提供者情報提供者

車両情報を利用した
道路交通情報、気象
情報の作成・提供

タクシー事業者向け
サービスの提供

広告、ニュース等の
情報提供

　　インターネット ＩＰｖ４

ＩＰｖ６

DSRC
通信

個別車両情報個別車両情報
地理位置情報地理位置情報

センタセンタ

車両位置、速度等
の情報収集・管理

コンテンツ集約コンテンツ集約
サーバサーバ

コンテンツを集約し
配信用に加工

配信指示

現在地

DSRCDSRC
路側機路側機

 

図 3.2-2 名古屋実証実験センタシステム構成 

車載機と事務所機器 提供サービス

事務所PC

車両位置・動態

GPS

走行実績管理

道路混雑度

ナビ付車載機

(845台)

(655台)
降雨状況

デンソー

トヨタ

事務所PC

GPS

パケット通信機

ＤＳＲＣ車載器

乗客向け
タッチパネル

プッシュ型コンテンツ配信（携帯パケットに
よる、時と場所に応じた選択・配信）

上記の機能に加えて、車内で下記の機能が利用可能0台)

車載サーバ

デンソー
飲食店、ショッピング、観光情報

ニュース画像

DSRCによる
スポット通信
（大量データ
ダウンロード）

携帯電話パケット通信による、定期的なデータアップロード通信

ホテル広告

デパート広告

パケット
通信機

車載
サーバ

 

タイプタイプ１１

タイプタイプ２

タイプタイプ3 3 (7

２

図 3.2-3 名古屋実証実験 車載器 
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3.2.2. 実施サービス 
 
（1） タクシー業務支援（モニター車：1,570 台） 

タクシー車両の位置情報・動態情報（空車／実車、車速、走行方向等）を携帯電話のパケット

通信を用いて自動収集し、車両を保有するタクシー事業者の事務所向けに、自社車両の挙動デ

ータを提供した。提供するデータは、各社車両個別の車両位置・動態情報、走行履歴など走行実

績管理情報、および下記で記述するプローブ情報としての道路混雑度、降雨状況である。各社個

別データは、自社車両のみ検索を許容し、他社個別車両の位置情報・動態情報などは見られな

い。これら業務支援サービスが、タクシー事業者向けアプリケーションとして有効であるかを検証し

た。 
 
・ 車両位置・動態情報：タクシー車両の位置情報・動態情報（空車／実車、車速、走行方向

等）を携帯電話パケット通信で自動収集。前回の収集時から、300ｍ走行移動したか、ま

たは550秒経過したか、いずれか早い方の発生タイミングで次の収集通信を実施した。空

車／実車の動態変化時は、上記に関わらずイベント発生時点で車両より情報発信した。

これにより、自社車両の挙動が各タクシー事業者の事務所・配車センターで把握できる。

表示画面の例を図 3.2-4に示す。ここで得られる車両位置・動態情報の正確さ、タイムラ

グの妥当性を検証し、事業者の配車支持業務への貢献度合いを調査した。 
・ 走行実績管理情報：自社車両について、設定した時間間隔（最大 24 時間幅）内での乗

客の乗車位置分布や個別車両の走行履歴を、事業者の事務所に設置されているパソコ

ン画面に表示した。走行履歴の表示画面の例を図 3.2-5、および図 3.2-6に示す。表示

される情報の正確さを検証し、事業者での乗務員教育や乗客からの問合せ業務への貢

献度合いを調査した。 
・ 道路混雑度：各車両から収集される速度データが地図上に示され、混雑度や道路の流れ

具合を事業者の事務所に設置されているパソコンに表示した。乗務員への経路指示など、

事業者支援としての貢献度合いを調査した。 
・ 降雨状況：各車両からワイパー作動データを収集し統計処理することで、降雨状況として

地図上にプロットし、事業者の事務所に設置されているパソコンに表示した。降雨エリアへ

の空車の最適配置など、事業者支援としての貢献度合いを調査した。 
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図 3.2-4 車両位置表示の PC 表示画面 

 
図 3.2-5 車両走行履歴表示（動態）の PC 表示画面 

 
図 3.2-6 車両走行履歴表示の（速度）PC 表示画面 
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（2） タクシー乗客向け情報提供（モニター車 70 台） 
実験車両のうち 70 台には、タクシー後部座席の乗客向けサービスを提供する車載システムを

搭載し、時と場所に合わせた広告や観光案内情報等の自動配信を実施した。乗客が操作できる

ように後部座席用にタッチパネルを設置した。対象となるタクシー車両は、毎朝出庫時にタクシー

会社営業所に設置した DSRC アンテナ直下の通信ゾーンに停車させ、最新データをダウンロード

した。運行中の車内後席では、乗客向けに、プッシュ型情報配信、配信による情報提供サービス

を提供する。実運用上での有効性と、乗客向けコンテンツ事業の可能性を検証した。 
・ DSRC による情報配信：IPv6 による DSRC 通信を用いた情報ダウンロードのデータ量と

アップデート所要時間の対応評価を実施し、タクシー事業者にとって実運用上問題がな

いかを調査した。狭域ホットスポットによる DSRC 通信（ニュース画像など毎日更新情報）

と広域携帯電話パケット通信の情報配信の使い分けを検討した。 
・ プッシュ型情報配信：TPO 条件（その時の車の場所、ユーザの好み）に合致するコンテン

ツを検索するエンジンを用いて、実走行中の車両位置とプッシュ型コンテンツとの整合性

を検証した。内容として、時と場所に合わせた広告、観光情報等コンテンツの自動配信を

実施した。（例：桜の季節に鶴舞公園近くに車両が来たら花見の車窓観光案内、繁華街

に来たらデパートの催しやタイムサービスの広告など） 
・ コンテンツ事業の可能性：乗客向けのコンテンツについて、タクシー乗客、供給者（スポン

サー）、タクシー事業者への効果を検討した。乗客から見たコンテンツ評価、使いやすさ、

満足度、スポンサーからの広告の効果、タクシー事業者から見た営業収入拡大効果を調

査した。 
なお、名古屋実証実験ではコンテンツとして以下を使用した。 

i) 本日のニュース（提供：東海テレビ） 
ii) デパート催し物や広告情報（提供：松坂屋） 
iii) ホテルイベント情報（提供：ウェスティン名古屋キャッスルホテル） 
iv) 観光情報（提供：エイワークス） 
v) グルメ・ショッピング情報（提供：ミリオンカード、エイワークス） 

車内後席ディスプレイでの表示画面の例を図 3.2-7に示す。 

 
図 3.2-7 乗客向け情報の車内表示画面 
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（3） プローブ情報提供（モニター車：1,570 台） 
市民向けにプローブ情報（道路混雑度、降雨状況、直近の所要時間等）をインターネット経由

で提供した。名古屋地区でのタクシー車両 1,570 台から収集される位置速度情報、ワイパー稼働

情報をリアルタイムに統計処理し、地図上に表示させた情報として Web サイトで情報提供した。タ

クシー車両 1,570 台規模から得られるデータの有効性を検証した。 
 

 
図 3.2-8 速度状況の PC 表示画面 

 

 
図 3.2-9 降雨状況の PC 表示画面 
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3.3. 首都圏実証実験 

3.3.1. 実施の目的とシステム構成 
 インターネット ITS 基盤を利用し、自動車を取り巻く「場」を中心にアプリケーションを構築し、そ

の中で、インターネット ITS 基盤の有用性を実証した。 

(1)インターネット ITS 基盤の技術面の検証 

IPv6 による車載機との通信、DSRC による情報配信、走行中の車両位置周辺の情報配信シス

テムの構築と検証 

(2)車両から集められる情報の有効性・事業性  

車両から集めた情報を利用したアプリケーション構築とシステムの妥当性の検証  

(3)インターネットを基礎とした技術の適用可能性の検証  

インターネット上の決済サービスを利用した自動決済システムの構築と検証 

(4)一般利用者への情報コンテンツ流通 ビジネスの可能性 

一般市民を対象としたテレマティクスビジネスの社会実験として、車に欠かせない場におけるサ

ービスを実現し、インターネット ITS 基盤の有効性を実証 
 

 

SS   

駐車場   

インターネット ITS 

Internet 

車載機器 IC カード 

Edy センタ 

    

T :いま 
P :ここで 
O :興味のある   情報配信 

EENNEEOOSS  

 

図 3.3-1 首都圏実験全体構成イメージ 
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地理位置
情報センタ

プローブ情報
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タクシー業務
支援センタ

ポータル
センタ

BIGLOBE網

ルータ

Internet
　V4
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HA

Type5

AAADNS ProxyFaith

駐車場 SS

決済センタ

Internet
　V6

首都圏用車載 高機能実験車用車載

DSRC
路側機

DSRC
路側機

 

図 3.3-2 ネットワーク全体構成図 

タッチパネル付き
液晶ディスプレイ

（６．４インチ）

車載サーバ本体
（Linux）

ＧＰＳアンテナ携帯電話網
(DoPa）通信機

DSRC通信機

 

図 3.3-3 車載機外観 
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3.3.2. 実験実施サービス 
 首都圏実験では、一般ドライバを対象とするサービスとして 70 台の車両を用いて、サービスステ

ーション(SS)における給油ガイダンス、カーケア情報等の提供、駐車場におけるキャッシュレス決

済と周辺情報等の提供、および首都圏全体において車両の走行位置周辺のコンテンツ配信を行

った。 
 
3.3.2.1. SS 実験 

首都圏実証実験 サービスステーション(SS)システムは、1)DSRC の路側制御装置および 2)路

側制御装置経由でＳＳ利用者の情報を取得し、SS 店舗の情報提供を行う店舗サーバから構成さ

れる。 

SS のエントランスエリアにおいては車載機から車両情報を取得し、車両の給油口位置(左または

右)による進入レーンの案内等を行った。また給油エリアにおいては、給油ガイダンス、カーケア情

報等の提供を行った。 

ＳＳでのサービスの流れに沿って、車載モニタへ表示される画面を図 3.3-4～図 3.3-9に示す。 

 

8お客様のお車の情報を確認しています…

いらっしゃいませ
日石三菱サービスステーションへようこそ

7
ENEOS

給油のお客様は第７レーンへお進みください

     
10

中原小杉　様
いつもご利用ありがとうございます

お客様のお車の燃料の種類はレギュラーガソリンです

おすすめ情報

Car Wash
洗車メニュー

インターネット
サービス

SERVICE MENU

Dr. Drive
お車情報を選んで給油してください

赤のノズル赤のノズル

 

図 3.3-4 車両の給油口位置による     図 3.3-5 車両の給油油種による給油ガイダンス 

進入レーンの案内                       (誤給油の防止) 

11

お車
ドライブスルー洗車をお試し下さいドライブスルー洗車をお試し下さい

おすすめ情報

Car Wash
洗車メニュー

インターネット
サービス

SERVICE MENU

Dr. Drive
お車情報

中原小杉　様
いつもご利用ありがとうございます

に乗ったままでスピーディ！お車に乗ったままでスピーディ！

13

点検・交換のご用命は、スタッフへお
気軽にお申し付けください！

３ヶ月以内の交換３ヶ月以内の交換

をおすすめします

お客様のお車のエンジンオイルは

おすすめ情報

Car Wash
洗車メニュー

インターネット
サービス

SERVICE MENU

さらに右の【Dr.Drive】ボタンで詳しい情報を

ご覧いただけ

エンジンオイルは走行するに伴って減少
し劣化するため、定期的（5000kmま
たは６ヶ月以内）な交換が必要です。

Dr. Drive
お車情報

ます
12

品川-500-あ-1234登録番号

平成13年 7月 27日車検満了日

平成10年 7月初度登録

あと３ヶ月あと３ヶ月

に近づいております

お客様のお車の車検満了日が

おすすめ情報

Car Wash
洗車メニュー

インターネット
サービス

SERVICE MENU
車検のご用命は、スタッフへお気軽
にお申し付けください！

さらに右の【Dr.Drive】ボタンで詳しい情報を

ご覧いただけます

Dr. Drive
お車情報

 

図 3.3-6 車両への情報自動ＰＵＳＨ (車検時期警告、部品交換警告、洗車案内) 
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あと３ヶ月あと３ヶ月

に近づいております

品川-500-あ-1234登録番号

平成13年 7月 27日車検満了日

平成10年 7月初度登録

お客様のお車の車検満了日が

車検時期のお知らせ

コースのご案内戻る
サービス
メニュー

 

図 3.3-7 車両メンテナンス情報(車検時期)の提供 
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▼
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1ページ
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安全点検チェック
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オイル
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ワイパー
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安全のため、いますぐ
交換・補充を。

 

図 3.3-8 車両メンテナンス情報(部品交換時期)の提供 
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ドライブスルー洗車メニューのご案内

カーウォッシュ

超撥水コート

※インターフォンにてお申し付けください

高圧ＷＡＸ

ＷＡＸ

価格コース

水洗い

サービス
メニュー

 

洗車プリカ（３，０００円券／５，０００円券／１０，０００券）あります

図 3.3-9 店舗サービス情報(洗車コース案内など)の提供 
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3.3.2.2. 駐車場実験 
駐車場実験システムは DSRC の路側制御装置および路側制御装置からの通過車両情報を監

視する店舗サーバから構成される。 

駐車場の入出庫エリアでは店舗サーバが入出庫ゲートを制御し、車両の円滑な通過を可能と

した。また、駐車場 2 階の駐車スペースに設置したコンテンツシャワー用の DSRC 装置では店舗サ

ーバ内のコンテンツを閲覧可能とした。 

入出庫時、車載モニタへ表示される画面を図 3.3-10～図 3.3-15 に示す。 

決済は電子マネーによるキャッシュレス決済とし、小額決済にも適したビットワレット㈱が運営す

るプリペイド型電子マネーEdy を使用した。 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

図 3.3-10 入庫ゲート到着時の表示         図 3.3-11 入庫時の表示 

 
 
 
 
 
 
 

図 3.3-12 出庫ゲート到着時の表示       図 3.3-13 料金確認の表示 

 
 
 
 
 
 
 

図 3.3-14 決済中の表示                図 3.3-15 決済終了時の表示 



 

3.3.2.3. 走行中の情報配信 
駐車場以外の場所では、広域通信網の DoPa を利用した情報配信を行った。提供するサービ

スとしては、周辺のクーポン情報を、その時の車の場所、ユーザの好みに応じて車載機に自動で

表示する PUSH 型のクーポン情報提供サービスと、車向けのコンテンツを、その時の車の場所、ユ

ーザの好みに応じて車載機に表示し選択できるようにする PULL 型のドライブ関連情報提供サー

ビスの 2 種類を用意した。提供する情報の画面表示例を図 3.3-16に示す。 

 
 

 

図 3.3-16 情報配信サービス内容例 
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3.4. 高機能実験車による実験 

3.4.1. 実験の目的とシステム構成 
3.4.1.1. 高機能実験車の開発コンセプト 

高機能実験車による実験は、インターネット ITS の 5 年後、10 年後の姿を一部具現化した車両

を実際に製作することにより、技術的検証を行うことを目的とした。 

高機能実験車の開発コンセプトは以下のとおりとした。 

車は車外の周辺環境（事故、天候、気温、路面状況、交通流）を“Sense”し、車内の環境（ド

ライバー、搭乗者、音楽、目的地、予定経路）も“Sense”する。 

インターネット ITS の 5 年後、10 年後は車内外の空間を“Connect”することで、新しい空間を

“Create”する。特に個人を認証し、1 人 1 人に特化したサービスの実現を目指す。 

 

3.4.1.2. 開発機能概要 
車がいつでも、どこでも、あらゆるサービスを受けられるためには、いつでも、どこでも通信を行う

ことを可能にすることが必要となる。 

そこで、特定の通信メディアに依存せず、利用できる通信メディアを自動で切り替える機能を持

つルータ（車載ルータ）を開発することにより、車が外の世界とシームレスにつながる世界を実現す

ることを試みた。 

高機能実験車における主な開発機能は、以下の 3 点である。 

(1) IPｖ6 ネットワークを車内に構築 
 
(2) いつでも、どこでも通信可能にするために、メディアに依存せず、自動でメディアを切り替え

る機能を持つルータ（車載ルータ）を開発 
 
(3) 車両情報/個人情報を、車内外のアプリケーションからアクセスできるように辞書化した車両

辞書を構築 
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図 3.4-1 実験全体概要図 
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図 2. ネットワーク構成図 
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図 3.4-2 ネットワーク構成図 
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図 3.4-3 車載機器概略構成図 
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3.4.2. 実施サービス 
3.4.2.1. 実装した機能 

高機能実験車において実装した機能を以下に示す。 

(1) 名古屋実証実験機能 
・プローブ情報収集 

・車両走行位置周辺情報閲覧 

(2) 首都圏実証実験機能 
 ・車両メンテナンスサービスのガイダンス 

 ・コンテンツ閲覧（DSRC 利用） 

・キャッシュレス決済 

(3) 高機能実験車機能 
高機能実験車の機能は以下の 8 つの機能から構成される。 

①安全運転支援 

②健康管理 

③グループコミュニケーション 

④車両周辺視界情報取得 

⑤音声ポータルサイト 

⑥Web サイト閲覧 

⑦会員サービス（プッシュ型情報配信/プル型情報取得） 

⑧車両情報監視 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プ ッ シ ュ

型

プル型 

情 報 取

車両周辺視界情報取得

（全方位視覚センサ） 

安全運転支援 

音声ポータルサイト Webサイト閲覧 

会員サービス 

グループコミュニケーション

健康管理 

図 3.4-4 高機能実験車 機能イメージ 



 

3.4.2.2. 高機能実験の機能概要 
① 安全運転支援 

ドライバーを特定し、車両からセンシングした情報をもとに解析した運転操作情報をブラ

ウザで閲覧可能な機能であり、インターネットを経由して車両運転状態をいつでもどこから

でも閲覧することができた。 

GPS、車速パルス、方位角速度、前後/左右加速度情報を統計処理することにより、運転

操作を定量的に評価した。 

表 3.4-1 安全運転支援の評価項目 

No データ名称 概要 点数（整数値）

1 ブレーキ強さ 速度に応じたブレーキ操作 5 点満点 

2 ブレーキ変化 ブレーキ操作の急激さ 5 点満点 

3 停止タイミング 停止時ブレーキ操作のタイミング 5 点満点 

4 停止ブレーキ強さ 停止開始速度に応じたブレーキ操作 5 点満点 

5 前後加速度ゆらぎ アクセル・ブレーキ操作のムラ 5 点満点 

6 方位角速度ゆらぎ ハンドル操作のムラ 5 点満点 

7 右左折前ブレーキ強さ 右左折開始速度に応じたブレーキ操作 5 点満点 

8 右左折中ハンドル速さ 右左折速度に応じたハンドル操作 5 点満点 

9 ハンドル変化 ハンドル操作の急激さ 5 点満点 

10 ハンドル速さ 速度に応じたハンドル操作 5 点満点 

11 総合得点 No.1～10 の解析結果から算出する総合得点 

10 項目を各 2 倍し、合計した値 

100 点満点 

 

 

 

図 3.4-5 運転解析結果画面 
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②健康管理 

各席毎に個人を特定し、生体センサ（脈拍）の情報をブラウザで閲覧可能な機能であり、イ

ンターネットを経由して、乗車している人の健康状態を閲覧することができた。 

 

各席設置の脈拍センサはセンシングされる光の透過量を無線（313MHz）で送信した。受

信機で受信後、車内情報サブサーバに透過量データを取り込み、脈拍数（回/分）を算出し

た。そして、IC カードの ID 番号（個人認証用）と脈拍数を車載サーバの車両辞書に格納し

た。 

 

③グループコミュニケーション 

各席毎に設置したタッチパネル付ディスプレイ、ヘッドセットマイク、CCD カメラ、ステレオス

ピーカを用いたテレビ会議システムである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.4-6 グループコミュニケーション 画面 

 

 



 

④車両周辺視界情報取得 

車内情報のみならず、車外情報プローブの一環として、全方位視覚センサをルーフ上に

取り付けた。全方位視覚センサは DV（CCD）カメラのレンズ先に双曲面ミラー※を取り付けた

カメラであり、1 台のカメラで 360°の視界映像を取得することが可能である。 

また、360°視界映像からパノラマ映像、透視投影画像への変換を行うこともできる。 

 

 ※双曲面ミラー 

図 3.4-7 360°視界映像 

 

図 3.4-8 パノラマ映像 

      

図 3.4-9 透視投影映像 
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⑤音声ポータルサイト 

携帯電話で音声ポータルサイトに設定した番号に通話することをトリガとして、音声ポータ

ルサイト トップページが車両内 後部右座席ディスプレイに表示される。 

携帯電話を用いたセンター型音声認識による画面遷移が可能であり、携帯電話の切断を

もって、音声ポータル終了のトリガとした。 

 

 

図 3.4-10 音声ポータル 画面 

 

⑥Ｗｅｂサイト閲覧 

IPv6 のみならず、IPv4 ホームページの閲覧も可能である。 

 

図 3.4-11 ホームページ閲覧画面 
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⑦会員サービス 

(1) プッシュ型情報配信 

- ＩＣカードＩＤ番号を用いた、仮想認証サイトへのログイン/ログアウトを行った。 

- ログイン後、現在時間、車両現在位置、個人の嗜好（過去のアクセス状況などから学習）

に基づき、センタ側からコンテンツを各席毎に受信し、閲覧することができる。 

 

(2) プル型情報取得 

- ＩＣカードＩＤ番号を用いた、仮想認証サイトへのログイン/ログアウトを行った。 

- ログイン後、利用者が選択したメニューに際し、現在時間、車両現在位置、個人の嗜好

（過去のアクセス状況などから学習）に基づき、センタ側からコンテンツを各席毎に受信

し、閲覧することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プッシュ型情報配信画面    プル型情報取得画面 

図 3.4-12 会員サービス画面 

 

⑧車両情報監視 

車両情報を集約しているセンタを介さず、遠隔地からインターネットを経由して、リアルタイ

ムに車両内の車両辞書データを収集し、収集したプローブ情報を表示する機能である。 

- 車外からインターネットを経由して車両内の車両辞書データを取得する機能を持つ。 

- 取得した車両辞書データをブラウザに表示する機能を持つ。 
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4. プロジェクトの成果 

4.1. プロジェクトの成果と課題 

4.1.1. 総括 
インターネット ITS 共同研究グループは、本年度、将来的な事業化を視野に入れた基礎的な

研究開発を実施した。本年度のプロジェクトにより得られた成果は以下の４点である。 
① コンセプトの明確化 

－インターネット ITS 基盤を利用したサービスを検討し、インターネット ITS の将来像、目指

す姿をインターネット ITS のコンセプトとして明らかにした。また、端的にインターネット

ITS のコンセプトを伝えるための資料を作成した。 
② 共通基盤となる技術の開発およびフレームワークの具現化 

－インターネット ITS の共通基盤として、基盤仕様(素案)を策定した他、共通サービス基盤

の基本的な機能を検討･構築した。 
③ 一部アプリケーションのフィールドでの検証 

－実験システムを構築し、名古屋および首都圏における大規模実証実験、高機能実験車

を用いた実験を実施し、システムの技術開発面、利用者から見たサービス面等に係る知

見を得た。 
④ プロジェクトの社会的認知 

－プロジェクトについて積極的な周知･広報活動を図ることにより、幅広く社会的認知を得

た。 
 
4.1.2. コンセプト構築に関する成果と課題 

インターネット ITS のコンセプト、サービス体系および実証実験実施のための要素技術をふまえ、

コンセプトを実現するために確立すべき基盤技術を抽出、分類した。 
インターネット ITSにより実現される様々なサービスに関するアイデアを WG内で収集し、これら

を情報の利用者、提供者およびその流れという視点で整理し、サービスを「情報」の視点で８の要

素に体系化した。これら要素を組み合わせることにより、様々なアプリケーションが実現される。 
サービス体系は、インターネット ITS のサービスをわかりやすく説明する材料として、また、アイ

デアの発想を促すための土台として活用可能なものとした。 
 
4.1.3. 基盤仕様構築に関する成果 

様々な事業者の ITS への参入を促進するため、本プロジェクトにおいて開発した共通基盤を基

盤仕様(素案)としてとりまとめた。 
作成した基盤仕様(素案)については、インターネット ITS で扱う車両情報の種類や形式、車載

機器をインターネットに接続する方法、車載機器におけるアプリケーション実行環境の３種を規定

した。 
 

45



 

本基盤仕様(素案)を参照することにより、様々な事業者が車載機､アプリケーション等の分野に

参入することが容易になると考えられる。 
また、今後は関係業界、団体等の意見を幅広く招請、反映し、基盤仕様(素案)の完成度をさら

に高めることが必要となる。 
 

4.1.4. 共通サービス基盤構築に関する成果 
インターネット ITS のコンセプトおよび様々なアプリケーションを想定し、検証および実証実験を

行うべき下記の 6 つの機能を共通サービス基盤として抽出・検討し、実験用に構築した。 
構築した共通サービス基盤の役割を図 4-1 に示す。 
開発した共通サービス基盤を利用して名古屋実験、首都圏実験において評価を行った結果、

機能の過不足の検証、および実用化に向けた共通サービス基盤の基本要件について見極めが

できた。 
また、名古屋実験、首都圏実験を通じ、アプリケーション開発の観点から、共通サービス基盤を

利用したアプリケーション開発の有用性、効率性を確認できた。 
今後､幅広い範囲でのアプリケーション開発を前提とし、実用化に向けた共通サービス基盤のさ

らなる機能改善（セキュリティ・プライバシーの保護など）を図っていく必要がある。 
 
4.1.5. 名古屋実証実験に関する成果 

名古屋地区において、32 社のタクシー1,570 台に車載器を搭載し、タクシー業務用サービス、

乗客向け情報提供サービス、プローブ情報提供サービスを約 3 ヶ月提供する実証実験を行った。 
実験の結果、1,570 台という大規模な車両から今後のアプリケーションの機能向上、事業化へ向

けた検討の基礎資料となるデータを収集することができた。データ収集量の総計は、1 億 5900 レ

コード分(29GByte に相当)である。また、異なるタクシー事業者に対し、各々向けの業務アプリサ

ービスが、共通のインターネット ITS 基盤の上で実現できることを確認した。タクシー業務用サー

ビス、プローブ情報提供サービスについては、それぞれのユーザから見て、提供される情報が有

用であることを確認できた。 
 

1)利用者・事業者へのアンケート調査による検証 
情報サービスの利用者、実験を行ってもらったタクシー事業者、および大学関係者や気象事業

者に対し、今回の実証実験についてアンケートによる実現性調査を行った。 

タクシー事業者より得られた意見を以下に示す。 

 運行アプリとしては、既存アプリ等との連携により、きめ細かな情報収集による運行管理高

度化、配車高度化が期待できる。 
 乗客向けコンテンツ配信については、営業所設置の DSRC による自動情報更新が非常に

便利である。 
 今後コンテンツの工夫により、運行管理に役立つ情報提供、乗客へのサービス向上が期

待できる。特に各地のイベント情報や交通機関情報等。 
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一般利用者（プローブ情報利用者）より得られた主な意見等を以下に示す。 
 期間中、1235 人がユーザ登録し、6454 回のアクセスがあり、アクセスの約 50%が速度情

報の閲覧。ユーザの約 60%が 2 回以上情報を閲覧。 
 速度情報についての関心が高く、カーナビや携帯電話による情報提供を望む声が多い。 
 また、大学関係者からは道路交通に関する統計データの有効な収集について、気象事業

者からは正確かつ細かなエリアの情報提供の可能性についての期待があげられた。 
 

2)雨量データとプローブ降雨情報に関する検証 
プローブの有用性を示す例として、プローブ情報システムによる降雨情報と雨量データの相関

を図 4.1-1に示す。気象協会超短時間降雨予測初期値（10 分間雨量データ）よりもプローブ情報

(5 分間隔で収集されるワイパーON データの割合)の方が雨の降り始めを細かく検出できた。また、

レーダでは検出できない、ごく少量の降雨を検出することも可能であると確認でき、プローブ情報

システムは、降雨情報の精度向上に有用であることが分かった。 
 

 
10分間雨量データとワイパ動作率推移の比較
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図 4.1-1 １０分間雨量データとワイパー動作率推移の比較 

 
(3)乗客向け情報提供サービスに関する検証 

乗客向け情報提供サービスは、車の位置に応じたプッシュ型コンテンツ配信を実現した。特に

一部コンテンツ供給者（東海テレビ放送）は、PC 向けの既存コンテンツを自動的に車載用に編集

加工し Web サーバに自動送信する仕組みを構築し、実証実験の場を利用して独自の実用化検

討を実施した。 
プッシュ型コンテンツ配信の応答性について、車載機が位置情報を送信してから車載機がコン

テンツ詳細情報を表示するまでの時間の相関を図 4.1-2に示す。情報が車載機上に表示される

までに平均 40 秒かかるため、車両が 40km/h で走行していると、位置送信から約 450m はなれ

た地点でコンテンツを閲覧する計算になる。今回の実証実験では、半径 4km 以内のコンテンツ配
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信を行ったが、今後よりピンポイントな情報提供を行う場合には、これらのタイムラグを認識してお

く必要がある。 

車両位置情報送信→ＰＵＳＨ型コンテンツ表示までの時間
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図 4.1-2 コンテンツ詳細表示までの所要時間 

 
4.1.6. 首都圏実証実験に関する成果と課題 

首都圏実験においては、70 台の車両を用いて、ガソリンスタンドにおける給油ガイダンス、カー

ケア情報の提供、駐車場におけるキャッシュレス決済と周辺情報等の提供、および首都圏全体に

おいて車両の走行位置周辺のコンテンツ配信を行った。 
実験の結果、各施設において、アプリケーションについて所期の動作を確認することができた

他、首都圏全体において場所、時間に応じたコンテンツ配信を行うアプリケーションの運用を行う

ことが出来た。 
また、ガソリンスタンド、駐車場それぞれの事業者より本アプリケーションが提供するサービスが

同施設の顧客サービス向上に有効であり、今後事業化を含めた検討を進めたいとの示唆を得た。 
協力事業者から得られた主な意見を下記に示す。実用化に向けて課題はあるものの、店舗情

報サービスに関する将来的な有効性を確認することができた。 
 店舗情報サービスは、他社との差別化および顧客サービス向上の点で有効と判断できる。 
 他店舗との連携や、異業種との情報流通によるコンテンツ魅力向上が期待できる。 
 実用化に向けては、応答速度や操作性の改善が必要。 
 昨年度行わなかったサービスも含めて、今後も積極的に参加したい。 
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利用者の利便性に関するアンケート結果を図 4.1-3、および図 4.1-4 に示す。サービスの利便

性については概ね好意的な反応を得た。 
 

 入庫／出庫ゲート自動開閉のアンケート結果
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図 4.1-3 自動決済のアンケート結果      図 4.1-4 駐車場での入庫/出庫ゲート 

自動開閉アンケート結果 

一方、本実験により得られた課題としては、今後、クレジットカードによるキャッシュレス決済やコ

ンテンツ配信等のアプリケーションにおける処理時間の短縮等を図る必要がある。 
 具体的には、提供サービス全般については、協力事業者および利用者モニターから、応答速度

や車載機器画面の使い勝手等の改善が課題として指摘された。一例として、駐車場入出庫の際

のゲートが開くまでの許容時間は 10 秒以内という要請が得られた。 
処理時間の短縮については決済に限らずサービス全般の課題であり、ネットワークおよび車載

機器を含めたトータルでの改善に取り組むことが必要である。 
キャッシュレス決済に関しては、利用者からは利便性を評価する意見が得られた。また、協力事

業者から汎用クレジットカード採用を検討したいという要望があった。今後サービス基盤としてキャ

ッシュレス決済の機能整備が必要である。 
また、協力事業者は、車が立ち寄る場を介しての異業種間のクロスセールス等についても興味

を持っているとの知見が得られた。今後、サービスの多様な展開について検討することも重要であ

る。 
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4.1.7. 高機能実験車による実験に関する成果と課題 
インターネット ITS の将来像の一部を具現化した実験車両を試作し、技術的可能性を調査する

とともに、将来的なサービスコンセプトのデモンストレーションを行うことにより、インターネット ITS
の可能性を社会にアピールすることができた。 

IPv6 を利用した通信ネットワークを構築し、下記の機能を確認できた。 
 車両情報の動的取得 

－ 車両の持つ情報や運転者の挙動情報などを、車両データ辞書として単位や精度などの

ばらつきを正規化して保持し、SNMP によって動的に取得することを実現し、15 秒ほどの

遅れがあることを測定した。 

 車載ルータ 

－ Mobile Subnet 機構により、常に同一の IPv6 アドレスによって車内外と通信できる環境を、

車内の複数の座席や端末に提供することに成功した。 

－ 上記機能は通信メディアで利用されている通信プロトコル(IPv6、IPv4)に関わらず機能す

ることを確認した。 

 通信インタフェースの自動切り替え 

－ 走行中に、設定した優先順位で複数インタフェース※の自動切り替えを行いながら通信を

継続することに成功した。 
－ インタフェースの状態を検知して即座に通知する機構を実装し、インタフェース切り替え

速度を向上し、安定した通信を実現した。切り替えにかかる時間は、切り替える前と後のメ

ディアによって、1 秒未満から数秒の間で実現できた。 
※IEEE802.11b(無線 LAN)、PIAFS、AirH”、DoPa 等 
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4.2. 今後の展望 

本節では、今後、インターネット ITS を ITS の共通基盤として発展・普及させていくために必要

な、研究開発等のあり方を述べる。 
 
4.2.1. 研究開発・実用化環境の整備 

インターネット ITS を共通基盤として一層発展・普及させていくためには、より多くの研究開発者

やアイデアを持つ事業者が本年度の成果と課題を共有し、オープンな環境での研究開発と実用

化に向けた取り組みを推進することが効果的である。 
そこで、情報化社会に携わる産官学の関係者から参加者を広く募り、オープンな環境での研究

開発を行うこと、また、開発した共通基盤を広く普及することにより、民間事業者の ITS ビジネスへ

の参入活性化に寄与する研究開発を行うことが重要である。 
また、研究開発の成果を規格・標準案として国内外の認知を受け、他の類似する研究開発や

要素技術との協調を図ることも重要である。 
 
 
4.2.2. 先駆的研究開発の推進 

本年度は、インターネット ITS のコンセプトやサービス体系を明確化し、それを実現するために

必要な基盤技術を抽出し、研究開発および実証実験を行った。この成果と課題を基に、引き続き

研究開発を行い、共通基盤として必要な技術を整備していく必要がある。 
また、新しいアイデアを具現化するためには、常に数年後の技術の実装を目指した先駆的技術

開発を継続して行うとともに、開発した技術を実用化可能なレベルにフィードバックしていくことが

重要である。 
今後想定される主な先駆的研究開発としては、第一に、IPv6 等の次世代インターネット技術の

研究開発があげられる。IPv4 に比べて規模性やアーキテクチャの面で優位性がある IPv6 は、

end to end コミュニケーションモデルによる多様なサービスの実現や、インターネット上の最先端

技術の容易な導入などが実現する。また、Mobile IP などの移動透過を支援するプロトコルや、複

数の通信機器を状況に応じて自動的に切り替えるような機構を実用化することにより、走行してい

る車両が通信を意識せずに継続した通信をスムーズに行うことが出来るようになる。 
 また、本年度の研究開発成果は 1,640 台の車両を用いた比較的大規模な実証実験により検証

されたが、将来の全国的な展開を想定し、規模性・頑強性・耐故障性を確保するための研究開

発・技術開発を行っておくことも重要である。 
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4.2.3. 実用化に向けた取り組み 

インターネット ITS の実用化に向けた研究開発としては、ビジネスを指向する事業者等の参入

を一層促進するために、例えば下記のような技術の開発および整備を行うことが有効である。 
 

（1） サービスプラットフォームの整備 
ミドルウェアやソフトウェアの実行環境、サービスの基礎部分などのサービスプラットフォームを

整備することにより、サービスのアイデアを有する事業者等の参入を一層促進できるほか、サービ

ス構築コストの削減や、効率的な情報共有を図ることができる。 
 

（2） セキュリティ・プライバシー対策 
インターネットの普及過程において、セキュリティの要素は重視されてきており、通信路の安全

性を中心に技術の一般化が進んでいる。車両の移動履歴データなどを扱うインターネット ITS で

は、実用化にあたっては特にセキュリティ・プライバシーに関する慎重な対策が急務である。参画

者およびユーザーが安心して利用できるように、必要に応じたセキュリティ機構を整備する必要が

ある。 
 
（3） AAA（認証・承認・課金：Authentication, Authorization, Accounting）の整備 

インターネット ITS 上で決済に関わる事業を展開するためには、認証・承認・課金(AAA)機構を

構築し、ビジネスにおいて安全性や信頼性が十分に確保された決済環境を整備することが重要

である。 
 
（4） 既存システムとの協調・連携 

ITS に関わる取り組みは、官主導の VICS や ETC が展開されているほか、民間の様々なサー

ビスも実現している。インターネット ITS の基盤を利用して構築されたシステムがこれらの既存シス

テムと協調することにより、研究開発および事業投資の効率化と、サービスにおける様々な付加価

値創出が期待される。 
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